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 初めて「県民参加の森林づくり事業」へ参加しました。 
 現在はまだ、いい山と言えませんが、風倒木の処理や植樹した山が、４～５

年後には美しい森林になるよう仕上げていきます。 
 今回は、その仕掛ができたことで本当に良かったと思います。 
～要望～ 
 植樹した木々を大切に育て「美しい森林づくり」に、歩道を作る資金等があ

ればと思います。 

団体名 
〔すみやま棚田守る会〕 
 
～活動内容～ 
台風により荒廃した森林の整備

と水源かん養の確保、土砂流出防止

等を図る。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

山林は道具を持って歩いて登り、努力してもすぐお金にならないため荒廃森

林が増加してしまいました。 

 今回の、「県民参加の森林（もり）づくり事業」を利用活動したことで荒廃森

林を整備するための道ができ、地域が共同して枝打、間伐を実施したことによ

り、すばらしい人工林が蘇った。 

山林の果たす役割と、子供や孫たち子孫へ素晴らしい環境を引き継ぐため、

自分たちの役割を認識しました。 

団体名 
〔多々良自治会〕 
 
～活動内容～ 
 荒廃森林の増加が懸念されるため

地域にて枝打ちや間伐を推進し、良

好な森林環境を作っていきたい。 



 
 

竹林伐採を開始したのが１月中旬になり、３月末まで慌ただしい活動にな

りました。 
侵入竹伐採を行い印象に残ったこととして、植栽当日は総員１００名の参

加を得て盛会裡に事業目的を達成することができました。 
また、「県民参加の森林づくり事業」（植樹祭）のボランティア募集をする

ためチラシを配布し、地元新聞等にも掲載したことで効果があり、団塊の世

代、若い人たちが「かいろう基山」に加入してくれました。 

団体名 
〔かいろう基山〕 
 
～活動内容～ 
杉林に侵入密集している孟宗

竹を伐採処理し森林の再生・保全

を図る。 


